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▲今年も鹿屋商工会議所会館前で鮮やかに花を咲かせた紫陽花
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「第2次鹿屋市総合計画について」学ぶ！議員研修会開催！
かのやKEYパーソン 日本政策金融公庫鹿屋支店長　是澤 隆雄 氏に聞く
「軽減税率対策補助金」と「キャッシュレス・消費者還元事業」の概要
エアーメモリアルinかのや2019アンケート調査結果
春の大型連休期間中の景況調査結果
中小企業テクノフェアin九州2019　出展者募集
IT導入補助金二次公募開始
ものづくり補助金１次公募採択結果公表！
平成30年度第２次補正事業承継補助金　二次公募のご案内
当所ホームページで企業情報を発信してみませんか？
かのや夏祭り行事日程

第120回通常議員総会開催
　平成30年度事業報告並びに
　　一般会計／特別会計収支決算を承認！ 3p
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第120回通常議員総会において
平成30年度事業報告並びに一般会計/特別会計収支決算を承認！

　５月28日（火）当所において「第120回通常議員
総会」が開催されました。
　冒頭、坪水会頭が「今年は３年に１回の議員改選
の年にあたります。今年11月には、改選が行われる
こととなります。議員の皆様方には、引き続きご協
力とご尽力を賜りたいと存じます。」と挨拶。

◆平成30年度総括的概要
　平成30年度は、米中貿易摩擦・英国のＥＵ離脱交
渉の動向など反グローバリズムな保護主義の広がり
による世界経済の減速感と先行きに対する不透明感

がある中、日本経済は、７月の西日本豪雨をはじめ
全国各地において地震・台風・豪雨などの災害が頻
発したが、安定政権のもと各種政策効果もあり比較
的堅調な内需により雇用・所得環境の一層の改善、
技術革新や人手不足等に対応した企業の投資意欲の
高まりにより、総じて景気は緩やかな回復基調が続
いた１年であった。
　ただ、我が国の「人口減少」と「地方の疲弊」と
いう構造的課題は、生産活動の停滞や消費支出の減
退といった経済活動のみならず、地域コミュニティ
の機能喪失をもたらし、特に人口動態が指し示す
“縮小する日本”に対する国民の将来不安の解消が懸
案である。
　又、中小企業や小規模事業者においては、景気回
復の実感は乏しく、人手不足や後継者不足は一段と
深刻化し、売上不振など様々な経営課題に直面して
おり、依然として厳しい経営環境が続く中、持続的
な成長を実現するために働き方改革や就労意欲のあ
る女性や高齢者の労働参加を促し、外国人など多様
な人材活用によって人材の質を高める人づくり、身
の丈に合ったＡＩ・ＩｏＴ・ロボット等の先端技術
を活用した生産性の向上など現下の課題克服が急務
である。
　このような状況の中、地域総合経済団体である本
商工会議所は、鹿児島県や鹿屋市をはじめ日本商工
会議所・九州商工会議所連合会・鹿児島県商工会議
所連合会・大隅経済地域開発推進協議会及び関係機
関・関係団体等との緊密な連携のもと、活力ある地
域経済社会の実現をめざし地域中小企業の育成支
援・地域活性化に鋭意取り組んだ。

▲第120回通常議員総会の風景

▲議員総会にて挨拶する坪水会頭
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■政策提言及び要望活動
　政策提言・要望活動に関しては、「鹿屋串良ＪＣ
Ｔ」の供用開始以来、利用者も着実に増加しストッ
ク効果も現れてきた東九州自動車道は、「末吉財部
～志布志間：48㎞」の工事進捗率は94％となり
「鹿屋串良～志布志間：19㎞」の2020年度中の供
用開始が明示されたが、今後は日南市までの早期整
備を最重要路線と位置づけ、併せて、地域集積圏を
形成するネットワーク道路としての大隅縦貫道・国
道504号の整備促進や錦江湾横断道路等の推進など、
地方創生の取り組みを支え加速させる産業都市基盤
の社会資本整備を中心に大隅地域の経済的浮揚と快
適で利便性の高い生活や経営環境の実現に向けて、
各関係機関が官民一体となり中央省庁及び地方局・
西日本高速道路㈱等に対して精力的に要望活動を
行った。

■地域活性化及びまちづくり
　地域活性化とまちづくりに関しては、エアメモ・
夏祭り・ばら祭り等の企画実施並びに各商店街や通
り会が主催する地域イベントへの協賛支援はもとよ
り、鹿屋市・まちづくり鹿屋・街のにぎわいづくり
協議会等と連携を図り、リナシティかのやを核とす
る中央地区商店街のにぎわい創出に向け各種事業に
参画すると共に、テナントミックス／リーシング・
空店舗対策・個店支援等に努めた。又、大隅４市５
町の行政と民間が結集し広域的な観光戦略に基づく
一元的な情報発信とプロモーションを目的に日本版
ＤＭＯの役割をめざす「㈱おおすみ観光未来会議」
の設立は、今後の大隅半島の観光振興に一石が投じ
られた。

■地場産業振興
　地場産業振興に関しては、会員企業の販路開拓・
販売促進及び受注機会の確保に努めると共に、出展
企業38社・流通大手バイヤー31名の参加による
『第9回まるごと“おおすみ”アグリ・フード商談
会』及び地元農商工業者と地域の方々との架け橋づ
くりを目的とした当所青年部主催による『第9回か
のや産業フェスタ』を地元業者53社の参加のもと開
催。又、大隅地域の強みである１次産業を基軸とす
る農商工連携・６次産業化など企業間連携や大隅加
工技術センターの利活用、情報技術(IT)を駆使した
新たなビジネスモデルの構築に加え、グローバル化
する経済の枠組みの中、地場産品の輸出拡大に向け
ての国際見本市への出展支援など海外事業展開の情
報収集に努めた。

■中小企業対策
　中小企業対策に関しては、会員事業所総訪問によ
る巡回指導を基本に企業のライフステージ〔創業・
成長・発展・承継〕に応じた経営課題の解決に向け
て、従来型の「経営改善支援」にとどまらず、国の
認定に基づき経営分析・事業計画・需要拡大などの
支援に踏み込む「経営発達支援」の機能を果たすた
め、あらゆる経営相談に対して企業目線で経営者に
寄り添う伴走型支援により、経営力の向上と体質強
化を図り企業の持続的発展に努めた。加えて、創
業・経営革新・農商工連携・６次産業化等の企業活
力を高め生産性向上に寄与する新事業展開及び事業
承継等に際し直面する課題の解決には、中小企業支
援ネットワーク事業や専門家派遣制度を活用してよ
り高度な経営支援を行い、又、人材確保と安定雇用
に繋げるため、若年求職者等の人材育成と就労支援
を行うジョブ・カード事業等の実施により、管内中
小企業・小規模事業者の経営支援に積極的に努めた。
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　第120回通常議員総会終了後、鹿屋市市長公室長坂野
博志氏を講師に招き、「第２次鹿屋市総合計画につい
て」と題して、議員研修会を開催しました。「鹿屋市民
を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化、高度情報化
や在留外国人の増加に伴うグローバル化の進展、自然災
害に対する安全対策、価値観やライフスタイルの多様化
が進展するなかで、鹿屋市の特性を活かし「ひと」と
「まち」が『元気』であることを基本とした「健康都市
かのや」を目指していきます」と述べられました。
　参加者は、2024年度までの６年を期間とする総合計
画の基本構想や施策、市政運営と計画推進の取り組みに
ついて熱心に聴いていました。

平成30年度 収支決算総括表 （単位：円）
差引収支残高繰入金（支出は△印）収支残高支　　出収　　入繰 越 金

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

特
　
　
　
　
別
　
　
　
　
会
　
　
　
　
計

930,336

0

0

0

2,501

19,472

922,004

0

0

0

0

78,427,456

500,025

1,100,455

2,131,850

84,034,099

△ 24,603,479

6,005,348

26,443,756

△ 9,565,278

0

0

0

2,989,000

△ 1,033,105

△ 1,562,242

26,000

750,000

250,000

300,000

0

0

25,533,815

△ 6,005,348

△ 26,443,756

9,565,278

2,501

19,472

922,004

△ 2,989,000

1,033,105

1,562,242

△ 26,000

77,677,456

250,025

800,455

2,131,850

84,034,099

41,521,166

64,801,302

169,845,883

9,922,863

101,274,193

843,006

648

16,668,567

8,611,196

41,106,947

8,307,490

648

0

0

0

462,903,909

65,344,655

58,795,954

143,402,127

19,488,141

101,263,776

844,501

675

13,679,567

9,644,301

42,669,189

8,281,490

5,862,893

25

155

2,000,013

471,277,462

1,710,326

0

0

0

12,918

17,977

921,977

0

0

0

0

71,815,211

250,000

800,300

131,837

75,660,546

中 小 企 業 振 興 部
一 　 般 　 会 　 計

会 計 名

合 計

会 館 管 理 運 営
共 済 事 業
特定退職金共済制度
特定商工業者法定負担金
鹿屋市内共通商品券発行事業
鹿屋市商店街活性化推進事業
テナントミックス事業
労働保険事務組合事業
ジョブ・カード事業

記念行事準備積立金
退 職 準 備 積 立 金

財 政 調 整 積 立 金
会 館 整 備 積 立 金

▲鹿屋市総合計画を説明する坂野氏

『第２次鹿屋市総合計画について』学ぶ！
議員研修会開催！
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　本年３月に日本政策
金融公庫鹿屋支店に赴
任された是澤支店長に
お話をお伺いいたしま
した。

◆日本公庫に入庫され
た動機は
　正直に申しあげると、
就職活動を始めるまで、
公庫のことは知りませ
んでした（苦笑）。企
業研究を行う中で、国

内企業の99％を占める中小企業を支援している公庫のこ
とを知りました。大企業も元々は中小企業です。「自分
がご支援した中小企業が大企業に成長する」、そうした
夢を追える職場だと感じて公庫に入庫しました。
　実際に入庫してから実感したのは、中小企業の皆さま
が、地域の豊かさを支えている素晴らしい存在であると
いうことです。衣・食・住を提供しているだけではなく、
多くの雇用を生んでいます。さらには地域のお祭りや各
種イベントの担い手は、地元に根差している中小企業の
皆さまです。
　夢見がちな入庫動機でしたが、実際に働いてみて、地
域を支える中小企業の皆さまを金融面でご支援できる素
晴らしい職場に就職できたと実感しています。
◆鹿屋の印象は
　まず印象的なのは食べ物が美味しいということです。
肉、魚、野菜のどれをとっても新鮮で美味しいです。素
材の良さは全国トップクラスではないでしょうか。カン
パチ丼の美味しさには感動しました。鮮度は観光客が現
地に行かなければ味わえないものですから、大切な観光
資源といえると思います。
　また、本年５月に202年ぶりの天皇の退位により令和
の時代を迎えました。鹿屋には、初代天皇である神武天
皇の御父君と御母君の御陵である吾平山上陵があります。
明仁上皇がまだ皇太子だった頃、美智子上皇后と結婚の
ご報告のため参拝されたと伺っています。私も一度参拝
したのですが、神聖な雰囲気に心が洗われました。さら
に、鹿屋航空基地史料館も日本の歴史を知るうえで重要
な施設です。過去の歴史を学ぶことは、未来を考えるう
えでとても大切です。いずれも、鹿屋の貴重な観光資源
だと思っています。
　実は個人的にですが、Facebookの友達向けにこうし
た鹿屋の魅力を伝えています。これからも、鹿屋の自称
「観光大使」として、情報を発信していきたいです。
◆心がけていることは
　「鹿屋支店のファンになっていただくために、どう行
動するか」ということを心がけています。鹿屋支店が地
域に愛されるためには、お客さまや地域社会（連携機
関）、職員に鹿屋支店のファンになっていただく必要が
あります。
　公庫は事業資金や教育資金の融資を行っている政策金
融機関ですが、お客さまに対して、融資だけに留まらず
経営課題の解決につながる助言などを行うことにも力を
入れたいと考えています。また、そのためには、公庫だ
けではなく商工会議所をはじめとした地域の連携機関の
皆さまとの協力関係が不可欠です。お互いの強みを生か
しながら、力を合わせてお客さまをご支援していくなか

で、関係性を深めていきたいと思っています。さらに、
こうした取り組みの基盤になるのが、職員の能力であり、
気持ちです。仕事の面白さを感じてもらえる働きがいの
ある職場をつくっていきたいです。
◆管内の中小企業の皆さまにお伝えしたいことは
　日本全体でもそうですが、特に地方では、少子高齢化
や人口減少、働き手の不足などの影響が大きく、その対
応のため、中小企業の皆さまは大変な経営努力をされて
います。また、昔に比べて、変化のスピードが速い時代
になっています。こうした時代に対応していくのは大変
ではありますが、見方を変えればチャンスがある時代で
もあると思います。
　日本経済の屋台骨を担う、中小企業の皆さまが元気に
ならなければ、真の日本経済の活性化はありません。中
小企業の皆さまがチャンスを生かせるように、鹿屋商工
会議所や地域の金融機関の皆さまと連携を図り、ご支援
してまいります。
　商工会議所からの推薦を受けて融資を行う「小規模事
業者経営改善資金（マル経融資）」をはじめ、さまざま
な融資制度をご用意しておりますので、経営のお悩みも
含めてお気軽にご相談ください。
◆今後の日本公庫について
　「事業承継支援」に力を入れていく必要があると考え
ています。経営者の高齢化に加え、後継者が決まってい
ない中小企業が多いため、2025年頃までの10年間の累
計で約650万人の雇用、約22兆円のGDPが失われる可能
性があると言われています。事業承継支援に関しても、
地域の中小企業の経営状況に詳しく、事業承継に向けた
意識喚起に取り組んでおられる鹿屋商工会議所との連携
が不可欠と考えております。公庫といたしましても、事
業承継に向けた課題の整理などができる「つなぐノー
ト」や事業承継事例集である「たくすチカラ」などを作
成し、ご提供しております。公庫では、年間約２万８千
先へ創業融資を行っており、この方々にも事業の承継者
としてご活躍いただけないかとも考えているところです。
　また、高校生によるビジネスプラン・グランプリを毎
年開催し、今年度は第７回目になります。すでにこの参
加者から起業家も誕生しています。このグランプリの
ファイナリスト10組は、例年、東京大学伊藤謝恩ホール
で行われる最終審査会でプレゼンテーションを行います。
ぜひ鹿屋の高校からファイナリストが生まれてほしいと
思っています。若い力は地域を盛り上げる原動力です。
鹿屋から日本を元気にする意気込みで、皆さまと一緒に
なって鹿屋を盛り上げていきたいと考えております。よ
ろしくお願いいたします。

日本政策金融公庫鹿屋支店長 是澤 隆雄 氏に聞く
これ ざわ たか おかのやKEYパーソン

略　　歴　支 店 長：是澤　隆雄 氏
　　　　　　　　　 （これざわ たかお）
　　　　　出 身 地：宮崎県延岡市
　　　　　最終学歴：九州大学経済学部
　　　　　前 任 地：日本政策金融公庫
　　　　　　　　　　国民生活事業本部
　　　　　　　　　　北陸地統轄室　室長
　　　　　趣　　味：Facebook、交流会への参加

企業情報　日本政策金融公庫　鹿屋支店
　　　　　住　　所：鹿屋市大手町２-19
　　　　　Ｔ Ｅ Ｌ：０９９４-４２-５１４１
　　　　　Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.jfc.go.jp/
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2019年9月30日までに導入・修正・支払が必要

中小・小規模事業者※1の登録受付中
実施期間：2019年10月～2020年6月

2019年9月30日までに導入・修正・支払が必要

中小・小規模事業者※1の登録受付中
実施期間：2019年10月～2020年6月

10月からの制度・事業開始に向けて備えましょう！

〈BtoB：企業が企業にモノを売る／ BtoC：企業が個人にモノを売る〉

※独立行政法人中小企業基盤整備機構が設置する事務局

担当部署：経済産業省商務・サービスグループ消費・流通政策課
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　朝から強く肌寒い風が午後まで吹き続いたことや、予定されていたブルーインパルスの飛行展示が直前になって取りやめに
なったこともあり、来場者数は平成30年度：23,205人から平成31年度（令和元年度）：22,228人と約1,000人ほど減。
　隊内駐車場（公募駐車場1,000台＋身障者用400台）の駐車利用実績についても、844台と６割程度であった。（昨年888台）
　昨年度初めて実施し、人気のあった海軍カレーの販売（限定300食：500円）は、今年度、高校生とのコラボレーション企画
として限定500食を販売したが、長蛇の列ができるなど好評であったことから、今後も食のイベントには集客が期待できるも
のと考える。
　また、今回強風の影響により落下傘降下が中止となってしまったが、飛行イベントについては根強い人気があり、他の機種
の飛行展示を含め、より充実したものとなれば、集客にも好影響を与えるものと思われる。
　エアメモの事前・事後における周辺の観光施設等への人の流れは悪いが、その中では満開間近の『かのやばら園』は人気で
あった。宿泊状況や交通手段、来訪者の居住地域等からも宿泊を伴う長期滞在の観光客は少ないと判断される。購買動向につ
いては、一人当たりの予算は3,000円以内が４割と単価は低いが、来場者の９割以上は食べ物や飲み物、航空グッズ等を購入し
ており、地域経済への効果は幾分かは見られた。

　地元からの来場者は、全体の2割程度だが、九州内から均等に来場
頂いている結果となった。
　また、GW中の帰省を利用しての来場者も見受けられた。

エアーメモリアルinかのや2019　アンケート調査結果

□ 調 査 日　　平成31年４月28日（日）
□ 対象方法　　当日会場内にて無作為に来場者に対してアンケート調査を実施
 　　　　　　　・午前の部（11時～）256枚回収　・午後の部（13時～）244枚回収　　合計500枚回収
□ 来場者数　　22,228名※エアーメモリアルinかのや実行委員会発表　〔参考：平成30年度23,205名〕

　４月27日（土）・28日（日）に「エアーメモリアルinかのや2019」が開催されました。
　航空ショーが行われた28日は、風が強く、曇り空ではありましたが約２万２千人が来場しました。
　当所では、毎年「エアーメモリアルinかのや」開催時に来場者へのアンケート調査を実施しており、本年
の調査結果は以下の通りとなっております。

【総　評】

Q1.本日はどちらからお越しですか

　多くは食べ物や飲み物の購入であり、３千円以内の予算帯が全体の４割を占
めている。
　地域特産品の購入場所が少なかったとの意見も出ていたことから、特産品を
活かした“食”を充実させ、来場者の購買意欲を高める取り組みが必要である。

Q3.今回のご予算はおいくらですか

　今年度は、年齢を20代以下、30代、40代、50代、60代以上と５グ
ループに分け、おおよそ均等になるようにアンケートを行った。

Q2.年齢比率

・かのやばら園　　・志布志のお釈迦祭り　・佐多岬
・ナポリ祭　　　　・高千穂牧場　　　　　・平川動物公園
・JAXA内之浦宇宙空間観測所　　　　　　・キャンプ場　等

Q4.今回の旅行もしくはこの後、どこかに行かれますか
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【大型スーパー・地元小売店】
　店舗によって、前年と比べると客数・売上共に微増や微減
という状況で、全体で見るとほぼ例年通りの状況であった。
改元や10連休、エアメモの影響は特には感じられなかったよ
うであるが、一部で国旗を買い求めるお客が若干増えるなど、
改元を意識したような動きも見られた。ホームセンター等は、
新規出店や増床等により競合が激化しており状況が厳しく
なっている。
【コンビニエンスストア】
　連休前半は天気が崩れ、気温も上がらなかったためか、例
年よく売れるアイスクリームが全く売れなかったが、片手で
食事を取れるワンハンド系を筆頭に、弁当や飲み物が良く売
れ、特におにぎりは完売する店舗が多かった。酒類も日中か
ら良く売れた。エアメモ会場付近の店舗では、当日の客入り
は例年より少なかった。連休全体では期間前半の売上が大き
く伸び、後半にかけて緩やかに落ちていった。
【家電販売業】
　連休前半は天候が悪く遠出を控えていたのか客足は多く、
後半は天候が良く出かける人が多かったのか客足が伸びな
かった。連休全体でみると昨年よりも若干客足は増加してい
た。母の日が近いこともあり、調理家電や小物家電を買いに
くる家族が多かった。また、エアコンは連休明けから暑く
なってきたこともあり、徐々に売上が伸びている。現在はシ
ニア層のインターネット利用が増えており、シニア層におけ
るネット販売や通販の利用者が増加傾向にある。
【自動車販売業】
　昨年と比較して、売上や来店客数は横ばいで、連休前に販
売数が伸びることもなかった。最近の売れ筋はハイブリッド
車に加え、自動ブレーキなどの安全性能機能を持った車種が
売れる傾向にある。また、新車の販売台数は、横ばい傾向に
ある。
【タクシー業】
　連休に入ると自家用車で出かける割合が高くなり、通常時
よりも売上が減少した。夜間は通常通りながら、昼間の利用
者が少なかった。エアメモに関しても、例年通り利用者はほ
とんどいなかった。人手不足が深刻で稼働率を上げることが
難しい。
【バス業】
　路線バスの利用状況は昨年に比べて減少した。また、連休
の長期化に伴い、昨年と比べて利用者が分散した。一方で、
鹿児島中央駅からさんふらわあまでの直行便の利用者は増え
ている。観光バスにおいては、連休中は高速道路等が渋滞に
なりやすく時間が読めないために利用者が減少した。部活の
遠征等の利用者もバス料金の値上げに伴い減少傾向にある。

【ガソリンスタンド店】
　鹿屋市中心部の店舗では昨年よりも給油台数（量）は減少
していたが、鹿屋市の郊外店舗においては、給油台数（量）
が増加するなど、立地や店舗によって差が出ていた。レンタ
カーや県外ナンバーの利用が例年に比べて多く、大阪や兵庫
など遠方地ナンバーも多かった。また、連休後半は晴天が続
いたこともあり、洗車の利用台数は多かった。
【ホテル業】
　例年よりも宿泊客が多く、エアメモ前後の宿泊客が特に多
く満室になる日もあった。５月に入ると帰省での飛び込み客
やスポーツ関係の団体客も多かった。連休全体で８～９割ほ
ど埋まっている状態であった。春の大型連休は節句や披露宴
もあり、売上も上がりやすい。
【飲食店】
　例年と比べて、客足は連休の長期化に伴い分散しており、
１日当たりの客足は少ないように感じた。また、節句に合わ
せた帰省客が例年であれば５/３～５/５に集中していたが、
こちらも分散していた。連休全体での客足・売上は例年と同
程度であった。親戚単位での予約から、最近は家族単位など
少ない人数での予約が増えている。
【旅行代理店】
　今年は10連休という稀にみる大型連休のため、料金が高く
てもこの機会に旅行に行く人・日程を分散して九州内へ出か
ける人、お金をかけずに近隣でキャンプを楽しむ人等、旅行
の選択肢は多岐にわたっていた。ここ数年、海外への旅行客
が減少していたが、香港・マカオ行きの直行便が出たことも
あり、今年はアジア方面へ出かける人が例年より多かった。
国内旅行では、前半に東京・関西方面へ出かける人が多かっ
た。九州管内への旅行は連休を通して動きがあった。売上・
客数は例年より僅かに増加した。
【建設業】
　連休期間中は、働き方改革の影響で、業者が休んでいるこ
ともあり仕事が滞っていた。また、災害等で資材工場が被害
を受けていることや2020年東京オリンピック関連施設・災
害復興の現場への搬入が優先されていることもあり、資材や
職人さんが不足している。現場でも、若手が定着せず、高齢
化が進んでいることが問題となっている。

春の大型連休期間中の景況調査結果
□ 調 査 日　　令和元年５月13日（月）～17日（金）
□ 対象件数　　鹿屋市内の関連企業26事業所等
□ 気象状況　　前半に天候が崩れたが、中盤以降は快晴。（５日間晴れ間）

○ 観光施設の利用者数
施設名

1.基地史料館

2.物産センター

3.かのやばら園

合　計

7,816人

4,370人

11,898人

24,084人

9,145人

6,980人

9,429人

25,554人

8,391人

4,478人

38,106人

50,975人

10,625人

7,397人

39,317人

57,339人

平成30年４月 平成31年４月 平成30年５月 令和元年５月
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　中小企業テクノフェアin九州2019は、“ものづくり”に積極的に取り組む中小企業が、自ら培った優秀な
技術力・高品質製品・新製品を一堂に展示・プレゼンテーションを行うことで、広域的な受注機会の増大と
新規販路開拓の促進を目的とした展示会です。単なる見せるだけの展示会とは異なり、『展示会を活用した
ビジネスマッチングの場』をご提供します。
　当所では、管内（輝北・串良・吾平地区を除く鹿屋市内）の、ものづくり（主に工業製品）の事業者の
方々の更なる販路拡大・販売促進を支援することを目的に本展示会のブースを貸し出す方法で出展します。
　全国各地から来場する多くの工業関係者等に自社商品をPRできる絶好の機会です。
　皆様方の更なる販路拡大の一つとして是非ご出展ください。

中小企業テクノフェア in 九州2019 出展者募集!!

∇開催日時
　令和元年10月９日（水）～ 11日（金）【３日間】
　　　　　10：00 ～17：00

∇出展スペース（予定）
　１小間（１小間タテ３ｍ×ヨコ３ｍ×高さ2.7ｍ）

∇申込締切日
　令和元年７月25日（木）まで

∇募集対象（出展対象）
　当所管内（輝北・串良・吾平地区を除く鹿屋市内）のものづくり業者１社、かつご担当者が直接参加頂
ける事業者。商品のみの展示は不可です。
　※お申込み多数の場合には、当所にて検討の上、出展者を決定させていただきますので、ご希望に添え
ない場合がございます。予めご了承ください。
（１）ものづくりに積極的に取り組む中小企業
<品　目>
●機械･金属加工･メカトロ関連　　●情報通信･電子機器･ソフト関連
●自動車･ロボット･半導体関連　　●ベンチャー関連　　●医療･福祉･生活関連
●環境･バイオ関連　　●化学･樹脂･繊維加工　　●物流機器関連　　●その他

（２）中小企業のための製品・サービスを提供する企業

∇昨年（2018年）の実績［平成30年12月末現在］
　§出展者：66社・４団体、73小間
　§入場者数：30,455人（３日間）
　§商談成立件数：108件、
　　商談折衝件数：427件∇開催場所

　西日本総合展示場・新館
 （福岡県北九州市小倉北区浅野3-8-1）

∇出展料
　無　料　にてご出展頂けます。
　※国の伴走型小規模事業者支援推進事業補助金の活用で、
　　出展に係る旅費についても、全て又は一部無料にて出
　　展頂ける可能性があります。（小規模事業者に限ります）

 ▲昨年のテクノフェアin九州の様子

【お申込み／お問合せ先】 当所 中小企業振興部 振興課まで（担当：宮内）TEL：42-3135　FAX：40-3015
※　出展をご検討の事業所の方は、担当までご連絡ください。
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　IT導入補助金は、中小企業・小規模事業者等のみなさまが自社の課題やニーズに合ったITツールを
導入する経費の一部を補助することで、みなさまの業務効率化・売上アップをサポートするものです。
　自社の置かれた環境から強み・弱みを認識、分析し、把握した経営課題や需要に合ったITツールを
導入することで、業務効率化・売上アップといった経営力の向上・強化を図っていただくことを目的
としています。

　足腰の強い経済を構築するため、生産性向上に資する革新的サービス開発・試作品開発・生産プロ
セスの改善を行うための中小企業・小規模事業者等の設備投資等の一部を支援することを目的とした
『平成30年度補正ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金』、いわゆる“ものづくり補助
金”の一次公募採択結果が公表されました。
　平成31年２月18日から申請受付が始まった一次公募には、全国から14,927者の応募があり、
7,468者が採択（採択率50.03％）されました。
　認定支援機関である当所からは６者の申請（うち１者は取り下げ）があり、今回３者が採択されま
した。今後、２次公募も予定されており、公募公表の際は、当所ホームページに掲載いたしますので、
申請を検討されている事業者の方々は、当所ホームページを随時チェックしてみてください！

～７月17日（水）よりIT導入補助金二次公募開始！～
平成30年度補正サービス等生産性向上IT導入支援事業

《平成30年度補正ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金１次公募採択者》【受付番号順：当所取扱分】

平成30年度補正ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金
１次公募採択結果公表！

交付申請期間：令和元年７月17日（水）11：00～８月23日（金）17：00〈予定〉
○補助対象経費区分
○補　助　率

○補　助　額

九州化工株式会社
久保醸造合名会社
大隅物流事業協同組合

低メタルクエン酸の製造技術開発
最新型ラベラー導入による印字・貼付工程の自動化と海外展開への対応
新たな高付加価値の熟成乾燥野菜生産のための恒温熟成乾燥機の整備

申請者名称 事業計画名

業務フローのシステム化及びRPA等による高度な連携・自動化を促進するツール
１／２以下
Ａ類型　  40万～150万円未満
Ｂ類型　150万～450万円未満

本事業ホームページ
サービス等生産性向上IT導入支援事業
事務局ポータルサイト
URL:https：//www.it-hojo.jp

お問合せ先
サービス等生産性向上IT導入支援事業コールセンター
お問合せ時間：９：30～17：30／月曜～金曜（土・日・祝日除く）
TEL：0570-666-131　IP電話からのお問合せ先：042-303-1505
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～平成30年度第２次補正事業承継補助金～ 二次公募の
ご案内!!

情
報
B
O
X
に

必
要
事
項
を
入
力
し
て
送
信

掲載
無料

新制度のポイント１：申請者の負担軽減のため、申請フローの簡素化
　　　　　　　　　　を実現！
新制度のポイント２：申請方法は電子申請に原則一元化！

平成30年度 第２次補正事業承継補助金事務局
TEL 03-6264-2684〔受付時間：10:00～12:00／13:00～17:00（土日祝日除く）〕
https://www.shokei-hojo.jp/

【お問い合わせ先】

Ⅰ型：後継者承継支援型
補助対象者

Ⅱ型：事業再編・事業統合支援型
補助対象者

■日本国内で事業を営む中小企業・小規模事業者等、個人事業主、
　特定非営利活動法人（以下、「中小企業者等」という）であること
■地域経済に貢献している中小企業者等であること
■承継者が、次のいずれかを満たす（事業）者であること
　・経営経験がある　　・同業種に関する知識などがある
　・創業・承継に関する研修等を受講したもの

■本補助金の対象事業となる事業再編・事業統合に関わる“すべての被承継者”と
　“承継者”が、日本国内で事業を営む中小企業・小規模事業主、個人事業主、特定
　非営利活動法人（以下、「中小企業者等」という）であること
■地域経済に貢献している中小企業者等であること
■承継者が現在経営を行っていない、又は、事業を営んでいない場合、次のいずれ
　かを満たす者であること
　・経営経験がある　　・同業種に関する知識などがある
　・創業・承継に関する研修等を受講したもの

２次公募申請受付期間
令和元年7月５日（金）～
７月26日（金）19：00まで

Ⅰ型：後継者承継支援型
補助率

補助上限額

上乗せ額

2/3以内※1

200万円

＋300万円

1/2以内

150万円

＋225万円

Ⅱ型：事業再編・事業統合支援型
補助率

補助上限額

上乗せ額

2/3以内※2

600万円

＋600万円

1/2以内

450万円

＋450万円

※１　小規模事業者・従業員数が小規模事業者と同じ規模の個人事業主の場合。 ※２　審査結果上位の場合。
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本　祭（総踊り）
市街地
音楽隊パレード・・15：00～
御巡行・・・・・・15：15～
総踊り・・・・・・16：00～

８/3 土

※雨天決行　暴風雨時等延期　予備日：８月10日（土）

納涼花火大会
古江港
演芸会・・・・・・18：00～
花火大会・・・・・20：00～

８/11 日

※小雨決行、雨天・強風時等延期　予備日：8月18日（日）
古江港周辺には駐車場はありません

～小規模事業者の資金調達を支援します～

マル経融資制度

【お問い合わせ先】当所中小企業振興部振興課まで　TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015

　マル経融資（小規模事業者経営改善資金）とは、商工会議所の経営指導を受けている小規模事業者の方が、
経営改善に必要な資金を、商工会議所の推薦に基づき日本政策金融公庫が無担保・無保証人・低金利で融資
する制度です。

●ご利用いただける方
　常時使用する従業員（パート、アルバイトを除く）が20人以下
　（宿泊業、娯楽業を除く小売、卸売、サービス業では５人以下）
【資 金 使 途】　 運転資金および設備資金 
【限　度　額】　 2,000 万円　※1,500万円を超える金額のご融資の場合、事業計画書の提出が必要となります。
【担保保証人】    不要
【利　　　率】　 1.21％（令和元年７月１日現在）
【返 済 期 間】　 運転資金…  7 年以内（据置１年以内含む）　設備資金…10 年以内（据置２年以内含む）
※ご相談によっては、ご希望に添えない場合もあります。

13

KANOYA CHAMBER



　去る６月17日（月）当所において、キャッシュレス決済導入セ
ミナーを開催致しました。
　講師に富田ＩＴ経営コンサルティング合同会社の富田良治氏を
招き、セミナー前半では、キャッシュレス決済とはどのようなも
のなのか、世界と日本におけるキャッシュレス決済の動向を交え
て解説頂きました。また、セミナー後半では、実際にキャッシュ
レス決済を導入した際のメリットやデメリット、決済事業者の選

び方、講師自身が経営に携わる店舗での導入事例などについて紹介されました。
　「キャッシュレス決済の導入にあたって、事業所側にとっては、決済手数料や入金までに時間が掛かるな
ど、デメリット面が強調されがちだが、今後対応していない店舗では、客離れのリスクもあり、中小・零細
企業においても、無視できない存在となってくる」と述べられました。

あなたのお店のキャッシュレス化は進んでいますか？

“キャッシュレス決済導入セミナー”を開催しました!!

　今年10月の消費税率10％への引き上げと併せて『軽減税率制度』が導入されます。本
制度は飲食料品を取り扱う事業者だけでなく、ほとんどの事業者に関係のある制度です。
本セミナーでは、導入直前となった現段階で、実務で必要な軽減税率制度の基本的な内
容についての説明と、様々な場面での注意点についてワークを交えて解説致します。
　皆様のご参加をお待ちしております。

「直前対策!!消費税軽減税率制度にこう備える!」
～今からでも間に合う最低限おさえるべきポイント～

【日時及び内容】 令和元年８月19日（月）
　　　　　　　　 第１部　14：00～14：30 「消費税軽減税率制度の概要について」
　　　　　　　　 第２部　14：30～16：30 「軽減税率制度導入に向けておさえるべきポイント」
【会　　　　場】 鹿屋商工会議所 研修室
【講　　　　師】 第１部；鹿屋税務署 担当職員
　　　　　　　　 第２部；㈱ソウルスウェットカンパニー 代表取締役　仲光 和之 氏
【定　　　　員】 40名（定員になり次第締め切ります）
【受　講　料】 無料［会員／非会員事業者は問いません］
【お 申 込 み】 同封の受講申込書に必要事項をご記入の上、お申込みください。
【お問合せ先】 当所 中小企業振興部 振興課まで（TEL：0994-42-3135／FAX：0994-40-3015）

第２部講師
仲光 和之 氏

▲講師の話に耳を傾ける受講者

受講生
募集!

本　社　〒893-0013 鹿屋市札元2丁目3808-6　　　　　　   TEL 0994-43-3094　FAX 0994-43-7172
         URL http://www.k-seibunsha.co. jp   E-mai l : info@k-seibunsha.co. jp

支　店　〒899-7103 志布志市志布志町志布志2丁目16番21号　TEL 099-471-1328　FAX 099-471-1329
         URL http://www.k-seibunsha.co. jp   E-mai l :sp06@k-seibunsha.co. jp

暑中見舞ハガキ承ります
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商工会議所LOBO（早期景気観測）　―2019年６月調査結果―
業況ＤＩは、足踏み状況。先行きは、不透明感増す中、慎重な見方が根強い。

〇調査期間：2019年６月13日～19日
〇調査対象：全国の339商工会議所が1,975企業にヒアリング
　　　　　 （内訳)建設業：326　製造業：494　卸売業：235　小売業：406　サービス業：514
〇DI値とは：業況・売上・採算などの各項目についての判断の情況を表す。ゼロを基準として、プ

ラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景
気の下向きの傾向を表す回答の割合が多いことを示す。

 ポイント
　６月の全産業合計の業況DIは、▲18.3と前月から
-1.2ポイントの悪化。インバウンド需要の堅調な動
きに加え、都市部の民間工事を中心とする建設業が
底堅く推移する一方、深刻な人手不足による受注機
会の損失や人件費・外注費の増大、根強い消費者の
節約志向、原材料費の高止まりによる収益圧迫が広
く業況の押し下げ要因となった。
　また、米中貿易摩擦の影響に伴う半導体や産業用
機械、自動車関連の不振や、世界経済の先行き不透
明感の広がりを指摘する声は依然として多く聞かれ、
中小企業の景況感には足元で鈍さが見られる。
　先行きについては、先行き見通しDIが▲19.5（今
月比-1.2ポイント）で、悪化を見込むものの、個人
消費の拡大やインバウンドを含む夏の観光需要拡大
への期待感がうかがえる。
　一方で、人手不足の影響の深刻化や、原材料費の上昇、コスト増加分の価格転嫁の遅れ、貿易摩擦の
激化、世界経済の動向、消費税引上げの影響など不透明感が増す中、中小企業においては、先行きへの
慎重な姿勢が続く。

鹿屋商工会議所会報への広告チラシ
同封サービスを活用してみませんか?

　当所会報（奇数月の 15日発行）に、貴事業
所の商品・サービス等の広告チラシを同封し、
会員事業所・関係機関など1,600件余にお届け
する当所会員限定のサービスです。

１．会報発行部数／発送先
　　発行部数：約1,600部
　　発 送 先：当所会員事業所、関係機関など

２．会報発行日
　　奇数月（１，３，５，７，９，11月）の15日発行
　　※発行日は、前後する場合がありますのでご了承下さい。
３．広告チラシ同封サービス手数料
　　サイズ
　　A4以下
　　A3・B4
　　※A3・B4はA4サイズに収まるように折込むこと。

４．申込方法
　　・申込書に必要事項をご記入の上、同封する広告チラシの
　　　サンプルを添えて、発行日の７日前までにお申込み下さい。

５. 申込・納品締切日
　　・締切日：会報発行日（奇数月15日）の７日前まで

【お申込み・お問合せ】
当所 中小企業振興部 振興課まで
（TEL 0994-42-3135 / FAX 0994-40-3015）手数料（税別）

24,000円
36,000円
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商店街通信：まちゼミ

▲総会にて挨拶する久木田会長

　「まちゼミ」とは、お店の方が講師となって、その道のプロならではの“専門知識”や“情報”、“コ
ツ”などを、お客様へ原則無料でお伝えする少人数のミニ講座のことで、今回が第４回目の開催とな
ります。
　第３回目までの累計で700名を超える皆様に受講頂き、ご好評を頂いているところですが、今回も
人気の健康や美容に係る講座をはじめバラエティに富んだ講座を開催致しますので、ぜひご受講く
ださい。
　受講者の方に対するアンケートでは、８割を超える方にご満足頂いている結果も出ております。
この機会に、地元の商店街に足を運んでみませんか？

○開催期間：令和元年８月16日（金）～ 10月15日（火）
○開催場所：北田・大手町商店街、鹿屋本町一番商店街の各店舗
○申込方法：８月10日（土）より開催店舗にて受付開始となりますので、直接お電話にてお申込み

ください。
○お問合先：北田・大手町商店街振興組合　TEL：０９９４-４５-６００４
※材料費等がかかる場合もございますので、詳細については、各店舗まで、お問い合わせください。

　６月27日（木）かのや大黒グランドホテルにおいて、鹿屋市
内13商店街・通り会より39名が出席し『平成31年度（令和元
年度）鹿屋市商店街連合会定期総会』が開催されました。
　総会の冒頭、久木田弘会長が「今年は消費税増税に伴い、軽
減税率制度の導入やポイント還元事業といった様々な制度・事
業について学んでいかなくてはいけない。当連合会においても
研修会を積極的に実施していきたいと考えている。」と挨拶。
　総会では平成30年度事業報告・収支決算、平成31年度（令和
元年度）事業計画案並びに収支予算案が承認されました。
　また総会後は、ユクサおおすみ代表取締役川畠康文氏より、
『おおすみの観光と発展について』と題して、まちづくり事業
の取組やユクサおおすみの活動について講話をいただきました。

北田・大手町商店街／鹿屋本町一番商店街

得する街のゼミナール「第４回鹿屋まちゼミ」開催！

『鹿屋市商店街連合会定期総会』開催！
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◆ 焼 肉 こだ わり館 ☎ 0994-41-0081

新入会員のご紹介 ～ご加入いただき、ありがとうございました！～

women's work out AKI
九州筑豊ラーメン山小屋鹿屋店
Office TA
焼肉官兵衛
（有）神川酒造
瀬戸口組
Hair Space TWO MOON

鹿屋市打馬2-17-32
鹿屋市札元2-3687-2
鹿屋市札元2-3692-10 SRﾏﾝｼｮﾝ3F
鹿屋市笠之原町18-27-1G棟
鹿屋市永野田町346-5
鹿屋市池園町2247-1
鹿屋市横山町2212-1

トレーニングジム
飲食業
不動産業
飲食業
製造業
建設業
美容業

事　業　所　名 代表者名
松　田　昭　彦
中　村　守　利
鑪　　　周　作
新　村　菊　夫
児　玉　拓　隆
瀬戸口　　　剛
樋　脇　裕　作

所　在　地 業　種
【敬称略・順不同】

〔平成31年３月26日～令和元年５月27日ご入会分〕

　「鹿屋市からオリンピック選手やプロ選手を！」をコンセプトに、
主に小学生、中学生、高校生のトレーニング指導を行う、今年１月に
オープンしたプロジェクト施設です。
　最近のトレーニング研究では、学生など若い頃からの科学的に有効
なトレーニングが重要で、早く取り組むほど高い効果が得られること
が分かっています。
　個人や団体向けにトレーニングを開始してから、短い期間ではあり
ますが、すでに全国大会や県大会等で、優勝や準優勝など優秀な成績
を挙げています。
　代表者は、これまで自衛隊体育学校や鹿島アントラーズ、ナショナ
ルトレーニングセンターなどで、オリンピック選手やプロ選手などの
指導実績があり、鹿児島でも数少ない日本スポーツ協会の公認資格を
保有しています。
　大人向けのダイエットコースもありますので、個人・団体の方を問
わず、お気軽にご連絡ください。
　また、将来有望な子どもたちを一緒に育てて頂ける協力企業・スポ
ンサー様も募集しておりますので、よろしくお願い致します。

○施　設　名：

○代　表　者：
○住　　　　所：
○電　　　　話：
○予約専用電話：
○営 業 時 間：

○ホームページ：
○定　休　日：

鹿屋スポトレ@LABO
〔HAMADAコーポレーション㈱〕
代表取締役　濵田　大輔　氏
鹿屋市新川町672番地
0994-35-1522
090-4997-7299
9:00 ～ 21:00
※トレーニングについては、完全予約制です。
【鹿屋スポトレぐるっと】で検索してください。
不定休

▲施設写真・トレーニングメニュー

▲指導したプロ選手と代表者（右）
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□まごころ共済とは…
　人身事故で加害者となった場合に、見舞金費用や香典料など多額の自己負担が必要になる
場合があります。まごころ共済は、任意保険でカバーできないこれらの出費を契約者にお支
払致します。

＜安心保証＞
【負傷者が相手側】
　●300万円までの実費を支給
　●死亡臨時費用共済金30万円・・・一時金として
　●入院臨時費用　３万円・・・一時金として
　（通算３日以上の入通院）

【対物担保特約】
　●２万円以上の損害で一律３万円

【負傷者が契約者側】
　～被害者になっても安心補償～
　●死亡　300万円
　●入院　4,500円（１人１日あたり）
　　通院　2,250円（１人１日あたり）

まごころ共済まごころ共済小さな掛け金で
大きな安心の
小さな掛け金で
大きな安心の

※お引き受けできないナンバープレートもあります。（営業用自動車：緑ナンバー・黒ナンバー）
【お問い合わせ先】当所総務課　県火災共済係まで　　　　　　　

　TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015

□安い掛金・・・
　普通車1,000円　軽自動車550円（月々）
　（年一括払いにすれば２ヶ月分お安くなります。）
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　地方発でヒット商品を生むために欠かせない要
素に「情報発信」があります。そもそも地方の規
模の小さい事業者がヒット商品を生むためには、
ただ良い商品やサービスをつくればというもので
はありません。その良いものの情報の良さを理解
してくれるお客さんに的確に届ける必要がありま
す。そうしないと知られない、評価されないから
です。
　近年、所得の伸び悩みもあって消費者は無駄な
お金を使わなくなっています。どんなに少額な支
出でも「理由のないものは買わない」という傾向
が強まっています。ですから、良いものをつくっ
ても、それを買ってもらうためには、商品だけで
なく情報を届けることが販売の両輪なのです。
　では、具体的に情報発信はどうすればよいので
しょうか。テレビ、ラジオ、雑誌、新聞、イン
ターネットなどのメディアに広告料金を払って情
報を拡散してもらうというのが一般的ですが、地
方の小規模事業者にとっては、どのメディアに載
せるのが正解なのか、それに払う費用はいくらが
妥当なのかを判断することは簡単ではありません。
　できるだけ、費用を遣わないで情報発信する方
法は、大きく二つあります。一つは、自分でウェ
ブサイトやＳＮＳを使って発信する方法です。も
う一つは、商品やサービス、イベントなどの情報
をまとめた文書（プレスリリース）をつくって、
地元の新聞社やラジオ・テレビ局、タウン情報誌
の編集部などに情報提供し、そこで取り上げても
らうという方法です。
　今回はプレスリリースを地元メディアに売り込
む作戦について考えてみます。
　プレスリリースは、メディアに記事を書いても
らったり、番組内で取り上げてもらったりするた
めの「ネタ」になる文書です。どのようにつくる
かといえば、もらった相手が記事や番組をつくり
やすいように、必要な情報が分かりやすく整理さ
れていることが重要です。
　新聞記事は、５Ｗ１Ｈが基本情報です。つまり、
いつ（When）、どこで（Where)、誰が（Who）、
なぜ（Why)、何を（What)、どのように（How)

です。これらが明確になっていれば、記事は書き
やすいのです。あとは、タイトルの参考になるよ
うに、いったいどこがニュース（新しい情報）で、
面白いのかが書かれていて、さらに詳しい情報を
知りたい人のために連絡先や担当者が明記されて
いる必要があります。
　この文書（Ａ４判１～３ページ程度）をつくっ
て、写真などとともに地元の新聞社やテレビ局、
タウン誌の編集部に送るわけですが、掲載してほ
しいコラム名や番組名を書いて宛先を「ご担当者
様」とすればとりあえず、そこまでは届きます。
　全国ネットのテレビや雑誌に取り上げられて地
方の商品がブレイクした例はたくさんあります。
実はこうした全国メディアも地方ネタを探すとき
に地方メディアのニュースサイトやタウン情報誌
を参考にしているのです。ですから、日頃から地
元メディアとつながりを持っておくことは、全国
の市場につながるルートを用意することでもある
のです。　

日経ＢＰ社「日経ビジネス」シニアエディター
渡辺　和博

　1986年筑波大学大学
院理工学研究科修士課
程修了。同年日本経済
新聞社入社。全国各地
のものづくり企業、自
治体、地域商社やＤＭ
Ｏなどを取材、地域に
持続的に稼げるビジネ
スをつくることをテー
マにした著書『地方発
ヒットを生む逆算発想のものづくり』がある。
全国の商工会議所などで地域活性化や名産品開
発を支援する講演などを実施している。

地元メディアとのつながりつくる
プレスリリースを

◇渡辺　和博／わたなべ・かずひろ

税理士事務所での無料税務相談を実施しています！

※詳しくはパソコン・スマホで　　南九州税理士会　　を検索・クリック！
　ホームページをご覧下さい。
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